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安
全
な
ま
ち
、

問
い
合
わ
せ
　
防
災
・
防
犯
推
進
室

　

市
内
に
お
け
る
平
成
29
年
中
の
刑
法
犯
罪
の
認
知
件

数
は
４
８
０
件
で
し
た
。
平
成
19
年
の
１
１
２
１
件
と

比
較
す
る
と
、
約
半
分
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
女
性
や
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
、
特
殊
詐

欺
被
害
は
こ
こ
数
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

最
近
、
市
内
で
は「
空
き
巣
」の
被
害
が
頻
繁
に
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
防
犯
対
策

を
し
ま
し
ょ
う
。

特
殊
詐
欺

　

特
殊
詐
欺
と
は
、
不
特
定
の
人
に
対
し
て
、
対
面
す
る
こ

と
な
く
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
メ
ー
ル
を
使
っ
て
行
う

詐
欺
の
こ
と
で
、
次
の
よ
う
な
手
口
が
あ
り
ま
す
。

　

詐
欺
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
警
察（
黒
山
警
察
☎

３
６
２
‐
１
２
３
４
）に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

電
話
を
利
用
し
て
親
族
、
警
察
官
な
ど
を
装
い
、
金
銭
借

用
や
被
害
を
防
ぐ
た
め
な
ど
と
称
し
て
現
金
を
預
貯
金
口
座

に
振
り
込
ま
せ
た
り
、
被
害
者
と
接
触
し
て
現
金
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺

（
例
）親
族
を
装
い
電
話
を
か
け
、「
会
社
の
お
金
を
横
領
し
た
、

今
日
中
に
返
さ
な
い
と
ク
ビ
に
な
る
」と
言
っ
て
、
現
金
を
だ

ま
し
取
る

●
架
空
請
求
詐
欺

　
郵
便
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
不
特
定
多
数

の
人
に
対
し
、
架
空
の
事
実
を
口
実
と
し
た
料
金
請
求
文
書

な
ど
を
送
付
し
て
、
現
金
を
口
座
に
振
り
込
ま
せ
る
な
ど
し

て
だ
ま
し
取
る
詐
欺

（
例
）「
有
料
動
画
サ
イ
ト
の
登
録
料
金
が
未
納
で
あ
る
。
支
払

わ
な
け
れ
ば
法
的
措
置
を
と
る
」と
あ
り
も
し
な
い
話
を
し

て
、
現
金
を
だ
ま
し
取
る

●
還
付
金
詐
欺

　
税
金
還
付
な
ど
に
必
要
な
手
続
き
を
装
っ
て
被
害
者
に
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、
現
金
を
口
座
に
振
り
込
ま
せ
る
な
ど
し

て
だ
ま
し
取
る
詐
欺

（
例
）市
役
所
職
員
を
名
乗
り
、「
医
療
費
の
過
払
い
金
が
あ
る
」

と
電
話
を
か
け
、
被
害
者
を
無
人
Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
誘
導
し
、
犯

人
が
指
定
し
た
口
座
に
振
り
込
ま
せ
る

自
動
通
話
録
音
装
置
を

無
償
で
貸
与
し
て
い
ま
す

　
電
話
を
使
っ
た
特
殊
詐
欺
被
害
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め「
自
動
通
話

録
音
装
置
」を
無
償
で
貸
与
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
世
帯
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
、
日
中
に
高
齢
者
の
み
と
な
る
世
帯

申
し
込
み
　
防
災
・
防
犯
推
進
室

■■■■■ ■■■■ ■■■■ ■■■■

■
■

■
■

■
■

■

■■■■■ ■■■■ ■■■■ ■■■■

空
き
巣
対
策

　

空
き
巣
と
は
、
住
人
が
留
守
の
と
き
に
住
宅
の
屋
内
に
侵

入
し
、
金
品
を
盗
む
こ
と
で
す
。
空
き
巣
対
策
は「
家
に
入

り
に
く
い
」と
思
わ
せ
る
よ
う
な
環
境
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

●
ワ
ン
ド
ア
、
ツ
ー
ロ
ッ
ク

　

空
き
巣
犯
は
侵
入
に
５
分
以

上
か
か
る
と
犯
行
を
諦
め
る
と

い
い
ま
す
。
侵
入
を
防
ぐ
に
は
、

補
助
錠
が
有
効
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
ド
ア
用
、
窓
用
の
補
助
錠

が
あ
り
ま
す
。

●
防
犯
フ
ィ
ル
ム

　

窓
ガ
ラ
ス
に
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
と
、
割
れ
に
く
く

な
り
、
防
犯
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

●
外
回
り（
塀
、
柵
、
生
垣
な
ど
）

　

見
通
し
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
空
き
巣
犯
に
と
っ
て
侵
入

し
に
く
い
家
に
な
り
ま
す
。

●
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
住
ま
い
の
防
犯
ポ
イ
ン
ト
と
対

策
」（http://w

w
w

.pref.osaka.lg.jp/kenshi_kikaku/bou 
han/

）

ドア窓

子
ど
も
の
安
全

　

登
下
校
の
時
間
帯
を
中
心
に
、
通
学
路
や
学
校
付
近
で
保

護
者
や
地
域
の
人
々
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
子
ど
も
の

安
全
を
守
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
次
の
点
に
つ
い
て
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
防
犯
ブ
ザ
ー
を
持
つ
。
防
犯
ブ
ザ
ー
の
音
が
聞
こ
え
た
ら

す
ぐ
に
警
察
に
連
絡
す
る

●
通
学
路
や
公
園
な
ど
で
不
審
者
や
不
審
車
両
を
発
見
し
た

ら
警
察
に
連
絡
す
る

●「
花
に
水
を
や
る
」な
ど
、
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を

子
ど
も
の
登
下
校
時
間
に
あ
わ
せ
る
　
な
ど

　
少
し
の
工
夫
が
子
ど
も
の
見
守
り
に
つ
な
が
り
ま
す

安
ま
ち
メ
ー
ル
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

　
安
ま
ち
メ
ー
ル
は
、
ひ
っ
た
く
り
や
、
不
審
者
に
よ
る
子

ど
も
へ
の
声
か
け
、
女
性
に
対
す
る
犯
罪
の
情
報
な
ど
を
管

轄
警
察
署
か
ら
電
子
メ
ー
ル
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
知
ら
せ
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。
登
録
料
は
無
料
で
す
が
、
通
信
料
は
利
用

者
負
担
と
な
り
ま
す
。　

※
ド
メ
イ
ン
指
定
受
信
を
し
て
い

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
めinfo.police.pref.osaka.jp

を
ド
メ

イ
ン
指
定
受
信
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い

利
用
登
録
の
案
内
　
大
阪
府
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.info.police.pref.osaka.
jp/

）
問
い
合
わ
せ
　
大
阪
府
警
察
本
部
府
民
安
全
対
策
課
☎
０
６
‐

６
９
４
３
‐
１
２
３
４

大
阪
狭
山
を
め
ざ
し
て

　近年、日本各地で発生している大地震、豪雨災害などの自然災害に備え、
避難所における良好な生活環境を確保するため、平成30～31年度の２か年
事業で、指定避難所14か所に災害用マンホールトイレを整備します。
【指定避難所８か所に設置しました（平成30年度）】
東小学校、西小学校、南第一小学校、南第二小学校、北小学校、第七小学校、
東野幼稚園、総合体育館　※避難所１か所に５基のトイレシステムを完備
【指定避難所６か所に設置を計画しています（平成31年度）】
南第三小学校、狭山中学校、南中学校、第三中学校、池尻体育館、狭山高校

災害用マンホールトイレを設置しました 問い合わせ　防災・防犯推進室

災害時でも水洗で利用できる公共下水道接続型の仮設トイレです。
避難所の防災倉庫に備蓄している上屋パネルとポータブル形式の便器を組み立てて利用します。

　
25
日
㈰
～
12
月
1
日
㈯
は
犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。
犯
罪
や

交
通
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。
大
阪
被

害
者
支
援
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
常
時
相
談
、
付
き

添
い
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.ovsac.jp/

）を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
電
話
☎
０
６
‐６
７
７
４
‐６
３
６
５

と
き　
月
～
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時（
祝
日
な
ど
休
日

　
　
　
を
除
く
）

対
象　
事
件
・事
故
の
被
害
に
あ
っ
た
人

内
容　
大
阪
府
公
安
委
員
会
認
定
の
犯
罪
被
害
者
等
早
期
援

　
　
　
助
団
体
が
秘
密
厳
守
で
相
談
、
支
援
を
行
う

費
用　
無
料

※
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
‐７
８
３
‐５
５
４

(

年
末
年
始
を
除
く
午
前
７
時
30
分
～
午
後
10
時
）で
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

犯
罪
被
害
者
週
間

問
い
合
わ
せ　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
阪
被
害
者
支
援
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
☎
０
６
‐６
７
７
４
‐６
３
６
５
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「こころの再
動推進月
「こころの再生」府民
運動推進月間

市
表
彰
・教
育
委
員
会
表
彰
の

受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た

■
教
育
委
員
会
表
彰

（
敬
称
略
・順
不
同
）

▼
文
化
教
育
功
労
者
表
彰

大
野
雄
大　
　
德
井
仁
一
朗

柏
原
一
仁　
　
船
富
聡
子

河
原
緑　
　
　
鵜
久
森
功
子

北
川
友
惠　
　
小
塩
美
和

菊
池
元
美　
　
三
原
隆
史

芝
本
泉　
　
　
林
本
忠
浩

竹
間
幸
代

■
問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
グ
ル 

ー
プ

　
平
成
30
年
度
大
阪
狭
山
市
功
労
者
・善
行
者
表
彰
お
よ
び
教
育
委
員
会
文
化

教
育
功
労
者
表
彰
の
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
市
政
や
公
益
、
教
育

文
化
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
、
市
と
教
育
委
員
会
が
表
彰
す

る
も
の
で
、
３
日
㈷
午
前
10
時
か
ら
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
・小
ホ
ー
ル
で
表

彰
式
を
行
い
ま
す
。　
※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
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狭
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
は
、「
良
好
な
住
環
境
が
保
た
れ
た
住
み
よ
い
ま

ち
」と
い
う
市
の
住
宅
都
市
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
の
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、
人
口
減
少
の
進
展
に
伴
い
、

空
き
家
や
空
き
地
の
増
加
、
買
物
弱
者
へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
課
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
狭
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
資
源
や
魅
力
な
ど
を
踏
ま
え
、
ま

ち
の
将
来
像
や
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
示
し
た「
狭
山
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
区
活
性
化
指
針
」を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

　自転車に乗る人はルールをしっかりと守
り、乗車中のマナーの向上に努めましょう。
一人ひとりの意識の向上が、交通安全につな
がります。
　また11月は、「駅前放置自転車クリーン
キャンペーン」の期間でもあります。駅前や
道路上の放置自転車は、歩行者や車いす、車
両の通行を妨げ、災害時や緊急時に様々な弊
害をもたらします。市内３駅周辺には、「自転
車等放置禁止区域」を指定し、放置自転車の
撤去を行っています。撤去自転車などの引き
取りには、保管手数料として自転車1,500円、
原動機付自転車2,000円が必要です。自転車、
原動機付自転車を路上に放置せず、自転車駐
車場を利用しましょう。
問い合わせ　土木グループ

自転車マナー
アップ強化月間
「駅前放置自転車クリーンキャンペーン」 あなたの電話は、あなたのために、あの子のために

　虐待は子どもたちの身体を傷つけるだけでなく、心にも大きな傷
を残します。子どもだけでなく保護者も悩んでいます。ＮＰＯ法人
児童虐待防止協会では、保護者だけでなく子どもからの電話相談（☎
06－6762－0088）も受け付けています。秘密は守ります。
▶とき　１日㈭～５日㈪午前11時～午後８時　※上記以外の期間は、
月～金曜日午前11時～午後５時（祝日など休日を除く）。詳しくは、ホー
ムページ（http://www.apca.jp）を確認してください。
問い合わせ　児童虐待防止協会☎06－6762－4858、児童相談所全
国共通ダイヤル☎１

いちはやく
８９　※近くの児童相談所につながります

児童虐待防止推進月間

月
は
、

何
月
間
？　廃棄物の不適正処理は、土地の所有者の定期的な監視な

どにより、未然防止・早期是正できるケースがほとんどで
す。日ごろから土地の管理を徹底し、不法投棄をされない
環境を整えましょう。
問い合わせ　大阪府産業廃棄物指導課☎06－6210－9572

　「こころの再生」府民運動とは、大人も子どもも、忘れて
はならない大切な「こころ」を今一度見つめ直し、大阪府民
一人ひとりが身近な取り組みから実践することを呼びかけ
る運動です。皆さんも、「５つのこころ」を意識して、アクショ
ンを起こしてみませんか。

大切にしたい「５つのこころ」
　　　　  １．生命を大切にする　２．思いやる
　　　　  ３．感謝する　　　　　４．努力する
　　　　  ５．ルールやマナーを守る

問い合わせ　大阪府教育総務企画課☎06－6944－8042

と
き　
12
月
１
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
45
分

と
こ
ろ　
市
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・大
会
議
室

内
容
・
講
師
　【
基
調
講
演
】「
狭
山

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
の
活
性
化
に

向
け
て
」上
甫
木
昭
春
さ
ん
／
大
阪

府
立
大
学
大
学
院
教
授
、【
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】小
野
達
也
さ

ん
／
大
阪
府
立
大
学
教
授
、
橋
本
巖

さ
ん
／
狭
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

活
性
化
指
針
策
定
委
員
会
委
員
、
関

谷
太
志
朗
さ
ん
／
南
花
台
ス
マ
ー

ト
エ
イ
ジ
ン
グ
・
シ
テ
ィ
団
地
再

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
上
岡
文
子
さ
ん
／
株
式
会
社

Ｄ
Ａ
Ｎ
計
画
研
究
所
主
任
研
究
員

狭
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区

活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
市
表
彰 

（
敬
称
略
・順
不
同
）

▼
功
労
者
表
彰

【
自
治
功
労
の
部
】　

池
田
久
雄　
　
穴
川
大
三
郎

武
田
博
一　
　
山
岡
昭
博

黒
岡
伸
夫　
　
辻
仁
史

井
兼
一

　
　【

公
安
防
災
功
労
の
部
】

佐
々
田
克
彦　
清
田
孝
明

宮
﨑
清
治　
　

合
淑
子　

吉
野
正
延　
　
山
野
貞
司

和
田
孝

▼
善
行
者
表
彰

板
谷
三
郎

■
問
い
合
わ
せ　
秘
書
グ
ル
ー
プ

大阪府産業廃棄物不適正処理防止推進
強化月間

参
加
費	

無
料　

定
員　
１
０
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

１
日
㈭
～
20
日
㈫

に
、
市
役
所
企
画
グ
ル
ー
プ
、
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
連
絡
所
で
配
布
す
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

〒
５
８
９
‐
８
５
０
１
大
阪
狭

山
市
役
所
企
画
グ
ル
ー
プ
へ
郵

送
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（
FAX
３
６
７

‐
１
２
５
４
）、
電
子
メ
ー
ル

（kikaku@
city.osakasayam

a.
osaka.jp

）、
ま
た
は
直
接
も
可　

※
20
日
㈫
消
印
有
効
。
申
込
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

問
い
合
わ
せ　
企
画
グ
ル
ー
プ

（　　　）
どこまでがしつけ？どこからが虐待？
　しつけと虐待の間に境界線はありません。子育ては思い
どおりにはいかないものです。一人で悩んでいませんか。
困ったときには専門の相談員が相談に応じます。
▶市役所子育て支援グループ
とき　月～金曜日の午前９時～午後５時30分、第１・第３
土曜日の午前９時～午後０時（祝日など休日を除く）
▶ぽっぽえん（子育て支援センター）
とき　月～金曜日の午前９時～午後５時30分（祝日など休日を除く）
問い合わせ　子育て支援グループ

　（一財）自治総合センターのコミュ
ニティ助成事業による助成金を受け、
山本地区自治会がだんじりの祭礼旗
などを新調購入しました。
　市では、コミュニティ活動を活発
なものとするため、今後もこの宝く
じ助成金を役立てていきます。
問い合わせ　市民協働推進グループ

宝くじの助成金を活用しました

　10月９日、市は大阪広域水道企業団
と、「水道事業の統合に向けての検討、
協議に関する覚書」を締結しました。
　市の水道事業においては、給水収
益の減少、施設の老朽化に伴う更新
費用の増加など、今後、経営環境が
厳しくなることが見込まれています。
これらの課題解決に向け、経営基盤
および技術基盤の強化、住民サービ
スの更なる向上を図るため、企業団
との統合に関し、具体的に検討、協
議を進めます。
問い合わせ　経営企画グループ

「水道事業の統合に向けての検   
討、協議に関する覚書」を締結 
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　平成29年度にふるさと応援寄附金制度により、総額238万327
円の寄附金をいただきました。この寄附金は、指定の基金へ積み立
てるなど、市の発展に役立てます。　※紙面の都合により、寄附金
をいただいた皆さんの名前などは市ホームページに記載しています

ふるさと応援寄附金

　
整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
に
よ
る
施
術
や
、
は
り
、

き
ゅ
う
、
あ
ん
摩
・マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
を
受
け
る
場
合
、
健
康

保
険
を
適
用
で
き
る
ケ
ー
ス
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
し
く
理

解
し
、
適
切
な
受
診
を
す
る
こ
と
で
医
療
費
の
適
正
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

整
骨
院
・接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け

る
と
き

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

骨
折
・脱だ

っ
き
ゅ
う臼・打
撲
・捻ね

ん
ざ挫
な
ど（
肉
ば
な
れ
を
含
む
）　
※
骨
折
・

脱
臼
に
つ
い
て
は
、
応
急
手
当
を
す
る
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か

じ
め
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す

【
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
】

▼
単
な
る
肩
こ
り
、
筋
肉
疲
労
な
ど
に
対
す
る
施
術
は
保
険
の

対
象
に
な
ら
ず
、
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

▼
柔
道
整
復
師
が
患
者
に
代
わ
っ
て
保
険
請
求
を
行
う
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
自
己
負
担
額
を
支
払
う
こ
と
で
施
術

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
施
術
を
受
け
た
と
き
に
は
、「
療

養
費
支
給
申
請
書
」の
施
術
箇
所
や
回
数
を
確
認
し
、
署
名
ま
た

は
押
印
し
て
く
だ
さ
い

▼
保
険
医
療
機
関（
病
院
、
診
療
所
な
ど
）で
同
じ
負
傷
な
ど
の

治
療
中
は
、
施
術
を
受
け
て
も
保
険
な
ど
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん

問
い
合
わ
せ　
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付
課
☎
０
６
‐４
７
９
０
‐２
０
３
１
ま
た
は
保
険
年
金
グ
ル
ー
プ

柔
道
整
復
な
ど
の
施
術
を
受
け
た
と
き
は
、
医
療
費
控

除
の
対
象
と
な
る
の
で
、
必
ず
領
収
書
を
受
け
取
り
ま

し
ょ
う

柔
道
整
復
、
は
り
、き
ゅ
う
、あ
ん
摩
・マ
ッ
サ
ー
ジ
の
か
か
り
方

医
師
が
必
要
と
認
め
た
、は
り
、き
ゅ
う
、あ
ん
摩・

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
を
受
け
る
と
き

【
健
康
保
険
が
使
え
る
場
合
】

●
は
り
、
き
ゅ
う

神
経
痛
・リ
ウ
マ
チ
・頸け

い
わ
ん腕
症
候
群
・五
十
肩
・腰
痛
症
・頸け

い
つ
い椎

捻

挫
後
遺
症
・そ
の
ほ
か
慢
性
的
な
疼と

う
つ
う痛
を
主
症
と
す
る
疾
患

●
あ
ん
摩
・マ
ッ
サ
ー
ジ

筋
麻ま

ひ痺
・筋
委
縮
・関
節
拘こ

う
し
ゅ
く縮な
ど
で
、
医
療
上
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

必
要
と
す
る
症
例

【
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
】

▼
保
険
の
適
用
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
発
行
し
た
同
意
書

ま
た
は
診
断
書
が
必
要
で
す

▼
単
に
疲
労
回
復
や
慰
安
を
目
的
と
し
た
も
の
や
、
疾
病
予
防

の
た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
は
保
険
の
対
象
と
な
ら
ず
、
全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す

▼
保
険
医
療
機
関（
病
院
、
診
療
所
な
ど
）で
同
じ
対
象
疾
患
の

治
療
を
受
け
て
い
る
間
は
、
は
り
、
き
ゅ
う
施
術
を
受
け
て
も

保
険
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん

区分 寄附金額

文化振興事業指定寄附金 15,000円（２件）

国際交流事業指定寄附金 50,000円（５件）

地域福祉推進事業指定寄附金 170,000円（９件）

緑のまちづくり推進事業指定寄附金 105,327円（４件）

その他事業寄附金 2,040,000円（15件）

問い合わせ　企画グループ
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養
成
講
座
の
日
程
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。

対
象　

18
歳
以
上
で
本
に
興
味
の
あ

る
人

参
加
費
　
無
料（
交
通
費
は
自
己
負

担
）

定
員
　
10
人
程
度（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）　

受
付
期
間
　
１
日
㈭
～
９
日
㈮（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）に
、
市
役
所
子
育
て

支
援
グ
ル
ー
プ
で
配
布
す
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
〒
５
８
９

‐
８
５
０
１
大
阪
狭
山
市
役
所
子
育
て

支
援
グ
ル
ー
プ
へ
郵
送
ま
た
は
直
接

※
９
日
㈮
必
着

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　10月22日、
人権擁護委員の
新 井 宏 子 さ ん

（狭山二丁目）が
法務大臣表彰を
受 賞 さ れ ま し
た。
　これは、長年にわたる人権擁護活
動における多大な功績に対して表彰
されたものです。
問い合わせ　市民相談・人権啓発グ
ループ

大阪版被災農業者無利子融資事業

　
現
在
建
設
中
の
子
育
て
支
援
・
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー「
Ｕ

Ｐ
っ
ぷ（
あ
っ
ぷ
っ
ぷ
）」に
開
設
す
る
、
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

運
営
に
携
わ
る
サ
ポ
ー
タ
ー（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）を
養
成
す

る
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
は
・
・
・

「
み
ん
な
で
育
て
る
地
域
の
拠
点
」で
す

とき ところ 内容

21日㈬午前10時～午後０時 市役所 まちライブラリー、サポーターの役割とは

12月18日㈫午前10時～午後０時 まちライブラリー（もりのみやキュー
ズモール／大阪市中央区）など まちライブラリーの体験、視察

平成31年１月16日㈬午後２時～４時 UP っぷ（あっぷっぷ） 書架への配本など実践研修

次に読んだ
人が感想を
重ねます

本をきっかけに
“つながり”が
生まれます

～
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ
～

本には寄贈
者のメッセ 
ージがつい
ています

みんなが本
を持ち寄っ
て独自の本
棚をつくり
ます

●
企
画
運
営
会
議

　

へ
の
参
加

●
寄
贈
本
の
受
付
・

　

整
理

●
書
架
の
整
理
・
模

　

様
替
え

サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
…

法務大臣表彰を受賞
　10月１日に共同募金運動が全国一斉にス
タートしました。地区募金会では10月１日に
役員、ボランティア、狭山高校の生徒、社会福
祉協議会職員などが市内３駅で、婦人会会員が
市内４か所のスーパーマーケットで街頭募金を
実施し、多くの人から寄附金をいただきました。
　一般募金・歳末たすけあい募金は12月31日
㈪までです。寄附金は、地域の福祉活動やボラ
ンティア活動に活用します。ご協力をお願いし
ます。
問い合わせ　大阪狭山地区募金会☎367－
1761

赤い羽根共同募金運動
　大阪府は、ＪＡバンク大阪と協力し、大阪版被災農業者無利子融資事
業を開始します。
　これにより、台風第21号により被災した農業者のビニールハウスなど
の施設の復旧、経営再開までの運転資金に対し、無利子で融資を行います。
対象　「り災証明書」を交付されている大阪府内の認定農業者、主業農業
者、認定新規就農者、大阪版認定農業者　対象使途　台風第21号によ
る被災施設などの復旧費用、経営再開までの運転資金　融資額　個人、
法人とも 1,800万円以内　● 借入期間：10年以内（うち据置３年以内） 
●貸付金利：０％　※融資機関による審査が必要です　申し込み　平成
31年３月29日㈮まで
問い合わせ　ＪＡ狭山東支店☎365－0024、ＪＡ狭山西支店☎365－
0831
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忘
れ
て
な
い
？

　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

　
　
火
の
確
認

中
か
ら
第
七
小
学
校
６
年
生
、
飯
田
隆
之
さ

ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

飯
田
さ
ん
に
は
、
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

中
に
消
防
本
部
と
大
阪
狭

山
市
防
火
協
会
か
ら
賞
状

と
記
念
品
な
ど
が
贈
ら
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
飯
田
さ
ん
の

作
品
を
元
に
防
火
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
、
市
内
の

学
校
や
事
業
所
な
ど
に
掲

出
し
て
、
火
災
予
防
の
Ｐ

Ｒ
に
活
用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部

　配偶者などからの暴力や性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為など、女性に対する暴力は、
女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成していくうえで克服すべき重要な課題です。国では、
12日㈪～25日㈰を「女性に対する暴力をなくす運動」期間と定め、社会の意識啓発など女性に対する暴力の問題に関する
取り組みを一層強化して行います。このため、下記の相談窓口では電話相談を受け付けています。女性に対する暴力の
根底には女性の人権への軽視があることから、女性の人権を尊重するための意識啓発や、教育の充実を図ります。

 ナビダイヤル 0570－070－810
▼月～金曜日（祝日など休日を除く）午前８時
30分～午後５時15分
【全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間】
12日㈪～25日㈰に開催される「女性に対する
暴力をなくす運動」期間にあわせて、相談時
間の延長や土・日曜日の相談を行います。
とき　12日㈪～18日㈰、午前８時30分～
午後７時（17日㈯・18日㈰は午前10時～午
後５時）
問い合わせ　大阪法務局人権擁護部☎06－
6942－9496

女性の人権ホットライン

相談窓口 相談日時／電話番号

市役所市民相談・人権啓発グループ 月～金曜日午前９時～午後５時30分（祝日など休日を除く）

きらっとぴあ
（男女共同参画推進センター）

第１月曜日、第２・４火曜日午後２時～４時、第３土曜日午前10時～午後０時
＜予約＞☎247－7047　月～金曜日午前10時～午後５時、第１・３土曜日午前９
時～午後０時（祝日など休日を除く）

大阪府女性相談センター ☎06－6949－6022または06－6946－7890
祝日・年末年始を除く毎日午前９時～午後８時、祝日・時間外は☎06－6946－7890

大阪府富田林子ども家庭センター ☎0721－25－2065
月～金曜日午前９時～午後５時45分

大阪府警察本部 ☎06－6943－1234（24時間）

黒山警察署 ☎362－1234（24時間）

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
利
用
申
込

　
平
成
31
年
４
月
か
ら
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も

園
な
ど
の
利
用
を
希
望
す
る
人
に
、
申
込
書

を
配
布
し
ま
す
。

対
象　

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
、
生
後
２

か
月
以
上
の
乳
児
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も
ま

で保
育
を
必
要
と
す
る
事
由　

○
就
労　

○
妊

娠
・
出
産　

○
保
護
者
の
疾
病
・
障
が
い　

○

同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
を
し
て
い
る
親

族
の
介
護
・
看
護　

○
災
害
復
旧　

○
就
学 

○
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と　

○

育
児
休
業
中
の
継
続
利
用　

○
そ
の
ほ
か
、

右
記
に
類
す
る
状
態
と
し
て
市
が
認
め
る
場

市内の保育園・認定こども園など
施設名 住所

池尻保育園 池尻中一丁目12－８

きらり保育園 金剛二丁目13－16

ルンビニ保育園 池尻北二丁目20－23

花梨つばさ保育園 半田五丁目215－１

池尻なな保育園 池尻中一丁目35－41

市立こども園 西山台六丁目19－５

山本こども園 山本中353－２

大野台こども園
（平成31年4月1日移転
予定）

（現）大野台五丁目７－２
（新）大野台三丁目23－１

つぼみこども園 東茱 木三丁目2283－１

大谷さやまこども園
（平成31年4月1日開園
予定）

今熊一丁目50

サニーサイド
（0～2歳児のみの小規
模保育事業所）

山本東18－25

合
の
い
ず
れ
か
の
事
由
で
家
庭
で
の
子
ど
も

の
保
育
が
で
き
な
い
こ
と　

※
保
育
を
必
要

と
す
る
事
由
に
該
当
し
て
い
て
も
、
定
員
に

余
裕
が
な
い
場
合
は
利
用
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す

書
類
の
配
布　

１
日
㈭
か
ら
市
内
の
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
事
業
所
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
ぽ
っ
ぽ
え
ん
）、
市
役

所
保
育
・
教
育
グ
ル
ー
プ　

申
し
込
み　

12
月
１
日
㈯
～
７
日
㈮
に
保
育
・

教
育
グ
ル
ー
プ
へ
直
接（
日
曜
日
を
除
く
。
た

だ
し
、
12
月
１
日
㈯
は
午
前
中
の
み
受
け
付

け
）

問
い
合
わ
せ　

保
育
・
教
育
グ
ル
ー
プ

問い合わせ　市民相談・人権啓発グループ

防
火
図
画
最
優
秀
作
品

　　

市
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
に
採
用
す
る
最
優
秀

防
火
図
画
に
、
１
５
６
２
点
の
応
募
作
品
の

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　　

９
日
㈮
か
ら
15
日
㈭
ま
で
、
秋
の
全
国
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
季

は
、
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
次
の「
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
」に
注
意
し
、
火
災
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る　

○
ス
ト
ー

ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置

で
使
用
す
る　

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば

を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す　

【
４
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る　

○
寝
具
、
衣
類
や
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る　

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る　

○
お

年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、

隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
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　女性の人権問題に詳しい法務局職員や人権
擁護委員が、配偶者・パートナーからの暴力
や職場などにおけるセクシュアル・ハラスメ
ント、ストーカー行為といった女性の人権に
関する電話相談を行っています。一人で悩ま
ず、気軽に相談してください。

12日㈪～25日㈰は
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

ケ
ン
テ
ッ
ク
と

災
害
協
定
を
締
結

　　

９
月
20
日
、市
は
ケ
ン
テ
ッ
ク
と「
災

害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
に
関
す

る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

〈
協
定
内
容
〉

　

市
内
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
建

築
物
、
そ
の
ほ
か
工
作
物
の
崩
壊
、
転

倒
お
よ
び
損
壊
に
伴
う
人
命
救
助
や
、

交
通
確
保
の
た
め
の
障
害
物
の
除
去
作

業
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
防
災
・
防
犯
推
進
室

　　　　　　　「J‐ALERT（全国瞬時警報システム）
全国一斉情報伝達訓練」を実施します

　地震や武力攻撃などの緊急事態発生時に、J‐ALERTに
よって送られてくる国からの情報を確実に市民に伝える
ため、市内35か所の防災行政無線屋外拡声子局（スピー
カー）から、次のように訓練放送します。
放送内容　チャイム音扌これは、Ｊ‐アラートのテスト
です（３回くりかえし）扌こちらは「ぼうさいおおさかさや
ま」です扌チャイム音　※気象警報の発表など、災害の発
生が予想される場合は、中止します

問い合わせ　防災・防犯推進室

21日㈬
午前11時
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狭
山
池
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
８

　
史
跡
　
狭
山
池
と
と
も
に

　
平
成
29
年
度
、
史
跡
狭
山
池
の
保
存
と
活
用
の
指

針
と
な
る「
史
跡
狭
山
池
保
存
活
用
計
画
書
」を
刊
行

し
ま
し
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
こ
れ
を
記

念
し
て
、
福
島
県
と
福
岡
県
の
取
り
組
み
を
、
水
と

と
も
に
あ
る
文
化
財
と
し
て
の「
池
」の
保
存
と
活
用

の
先
進
事
例
と
し
て
紹
介
し
、
史
跡
狭
山
池
を
ど
の

よ
う
に
し
て
ま
ち
の
文
化
遺
産
と
し
て
守
り
、
活
用

し
て
い
く
の
か
を
考
え
ま
す
。

と
き　

17
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分（
受
付

は
午
後
１
時
か
ら
）　

と
こ
ろ　
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
・小
ホ
ー
ル

講
師　
【
パ
ネ
リ
ス
ト
】正
田
実
知
彦
さ
ん
／
福
岡
県

文
化
振
興
課
世
界
遺
産
室
宗
像
・
沖
ノ
島
遺
産
係
主

任
技
師
、
鈴
木
功
さ
ん
／
白
河
市
建
設
部
理
事
兼
次

長
、
佐
伯
順
子
さ
ん
／
同
志
社
大
学
教
授
、
中
西
裕

見
子
さ
ん
／
大
阪
府
文
化
財
保
護
課
文
化
財
企
画
グ

ル
ー
プ
長　
【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】金
田
章
裕
さ
ん

／
京
都
府
立
京
都
学
・歴
彩
館
館
長

参
加
費　
無
料　

定
員　

２
０
０
人　
※
先
着
順
、
た
だ
し
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
当
日
参
加
可

申
し
込
み　

は
が
き
に「
狭
山
池
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参

加
希
望
」・
郵
便
番
号
・
住
所
・
名
前（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
を
書
い
て
、
〒
５
８
９
‐
８
５
０
１
大

阪
狭
山
市
役
所
歴
史
文
化
グ
ル
ー
プ
。
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ（
FAX
３
６
７
‐
６
０
１
１
）、
電
子
メ
ー
ル

(sayam
aike@

city.osakasayam
a.osaka.

jp)

ま
た
は
直
接
も
可
。
９
日
㈮
必
着

問
い
合
わ
せ　
歴
史
文
化
グ
ル
ー
プ

▲福島県白河市南湖公園（国指定史跡・名勝）

▲福岡県福岡市大濠公園（国登録記念物）

▼狭山池（国指定史跡）

高齢になっても、住み慣れた地域で住み続けられるまちへ

第12回

ハートケア
フェスタ

問い合わせ　高齢介護グループ

SAYAKAホール

午後１時30分～２時45分／小ホール
講師　高橋正浩さん／さやまリハビ
リ訪問看護ステーション理学療法士
定員　360人（当日先着順）　※手話
通訳・要約筆記あり

■講演会 & 運動指導　「ロコモとフレイルを防
ぐ～高齢期の健康を守ろう～」

第11回
おおさかさやま

問い合わせ　子育て支援グループ

24日㈯午前10時開演（午前９時30分開場）

24日㈯午前10時～
午後４時

SAYAKA ホール・大ホール

♬ ♫

♫
♬

♩
午 前10時30分 ～ 午 後
０時30分／小ホール
定員　360人（当日先着
順）　※字幕あり
監督：細川徹　原作：荒
木源　
出演：杏、 黒 島 結 菜、 
坂口健太郎、笹野高史、 
左とん平　ほか

■映画　「オケ老人！」

　病気やけが、障がいなどのために物事の判断が難しく
なった場合、本人に代わり、手続きや物事の決定を行う成
年後見人の制度について、実例を交えながら説明します。
午後２時30分～３時30分／大会議室
内容　「法定後見を利用する実例～認知症や精神疾患等に
よる判断力低下・消費者被害・相続など～」、「後見申立およ
び後見人の役割について」、「任意後見制度」ほか　定員　70
人（当日先着順）　※手話通話あり

■成年後見制度説明会

■読書 eプラン表彰式　午前10時10分～
・優秀作品の表彰
・読書感想文・感想画コンクール
・図書館を使った調べる学習コンクール
・入賞者によるプレゼンテーション（本の紹介や感想画
の説明）

■展示
・読書 e プランコンクール優秀作品展示
・幼稚園、保育園、認定こども園などのパネル展示
・関西電力による子ども向けブース

参加費
無料

入場料
無料

午後１時～２時15分／大会議室
内容　○認知症の基礎知識（認知症とは何か、認
知症の症状など）　○本人の気持ち　○本人への
接し方について　定員　70人（当日先着順）　※
手話通話あり

■認知症サポーター養成講座

手話通訳
あり

大阪狭山市
介護・福祉展

手話通訳
あり

各種展示
・相談

ブースな
ど、

楽しいイ
ベント

盛りだく
さん！

♩
　市内の学校、保育園、認定こども園の子どもたちによる
発表や、読書 e プランコンクールで入賞した作品の発表
と作品展示を行います。
　さやまっ子の活躍をご覧ください。

①狭山高校ダンス部／ダンス
②市立こども園（４・５歳児）／ダンス、歌
③大野台こども園（５歳児）／カラーガード
④山本こども園（３～５歳児）／ダンス
⑤花梨つばさ保育園（５歳児）／器楽合奏
⑥池尻保育園（４・５歳児）／パラバルーン、ソーラン
⑦東小学校ダンスクラブ（４～６年）／ダンス

■発表会　午前10時45分～
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♪


